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虫症 2億，フィラリア症 1億 5千万の患者がいると推定され，マラリアに至っては総人口の20





































本科では，第一学年の学生（約50名）に対し， 8学期 (12-3月）に， 講義80時間 (2時間
Xl5回）， うち医動物学総論に 4時間，各論に26時間をあて，吸虫類 5時間，線虫類 5時間，





施している。なお，実習時間 (3時間， 15回）のうち 1回はトヒ°ソクス，症例などを呈示する
とともに，補助プリントを用いて全体のまとめに当てた。最後の 1回は終講試験に当てた。
教科書は，基本人体寄生虫学（長花操他緬著，医歯薬出版）および自家製テキス ト（ 臨床検査
科学生のための医動物学 1983 245pp下田健治緬 改訂中）を使用している。ま た， 実習は











































~ (31分）③蝦虫 (25分）④鉤虫～十二指腸虫の生態～（ 25分）⑤饒虫 (23分）⑥肺吸虫～日














関 心 な し J 1名
゜
回答者48名（回収率 100彩）























項目i------96。 25 50 75 10 
原 虫 類 翁森裟翁婆翁婆婆婆忍：荼翁：忍：忍：を裟婆婆婆婆翁婆婆を婆婆：翁：荼：を128名
線 虫 類 翁翁：をも各翁婆裟翁婆裟翁婆翁翁悠：翁各翁翁翁裟翁婆忍翁l20名
吸 虫 類 翁翁翁翁翁翁翁：裟：翁婆：翁翁翁淡葵：後も翁翁婆婆；9をI19名
検 査 法 象蕊：裟翁蕊翁翁翁翁婆：裟I10名
総 論 翁：祠;::：忍翁：忍：を17名
条 虫 類 裟翁婆裟婆落卦 6名





項目----翌 o 25 50 75 10 
マラリ ア原虫 器翁褻婆をとをとをとを婆翁婆婆裟とをもとをとをとを婆婆裟婆翁恣翁裟婆裟婆裟婆婆裟婆裟とをI29名
原 ランプル鞭毛虫 裟翁裟翁翁翁荼翁；翁婆裟裟裟翁裟翁翁婆婆婆婆婆婆裟をとをとをををI22名
虫 ア メ ／ゞ 類 婆翁翁翁翁翁翁翁翁翁翁裟裟裟裟翁翁裟翁翁翁翁翁翁象裟I21名
類 トキソ プラズマ 努：を裟賂：§裟：岱：翁翁：を名を19名




虫 姻 虫 慾翁裟翁翁；裟翁蕊翁蕊翁蕊翁翁翁翁翁翁l16名
類 鉤 虫
婆翁婆翁裟翁婆翁婆婆婆を婆翁を:: 12名
肝 吸 虫 婆裟翁翁翁翁翁；裟：翁翁瀦 10名
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して生きていく上に必要とされる批判的思考，問題解決型思考のできる人材の養成を積極的に
抑制していることになりかねないであろう。
現代の学生は自主的勉学態度が欠如しているとよく言われる。医科系学部の場合，その原因
の 1つは必須科目の占める割合が非常に多く ，しかもその内容がほとんど講義および実習で，
教員側から一方的な詰め込み教育がなされていることにあると考えられる。その上，近年の情
報星の増加は著しく，それに伴って新しい項目が次々に追加され，受け手側である学生は常に
満腹状態である。このような状況では，おのずと受身的にならざるを得ないであろう。現在の
ような情報過多の時代に教師がなすべきことは何か。それは，今学生にとって何がより重要で，
しかも何がより必須事項なのかを見きわめることだと考える。そして，確かな目で選びぬかれ
た教材を学生に呈示し，学生の自己啓発をはかることであろう。
おわりに
学生に対してアンケー ト調査を行うことは，今後の教育を考えるうえで重要である。その結
果は必ずしも全面的に信頼できる意見とはかぎらないが，少なくとも学生の意見の一端をうか
がい知る資料になりうることは確かである。
教育効果を考える時，教える側，教えられる側，いずれにも反省がなくてはその効果は望め
ない。しか し，教育においてはとかく受け手側，すなわち学生側にのみ責任が問われがちな点
は早急に改善されるべきものと思われる。教える側としては，自らの方法に問題点を感じなが
らも，具体的な反省に基づいた改善が何らなされないことが多い。問題の 1つに教授法にまつ
わるものがある。現在のような研究至上主義の大学制度では，教育技法は問題にされない事が
多い。事実，正統的な教授法を学んだことのある大学教官は極めて少ない。ただ，今までに自
らが出会った師の教授法をそのまま使うか，あるいは多少変えて教授しているのが現実である。
ここで決して経験的教授法を否定しているのではなく，客観性をもった教育法も積極的に取り
入れていく必要があると考えるのである。教授法は教育の根本的問題と してその重要性がみな
おされる必要があろう。それにつけても ，臨床検査技師の教育全般について，その方法改善の
問題を検討していく“臨床検査技師教育技法研究会”の存在が必要 と思われてならない。
今後も試行を重ねながら ，本科の医動物学教育をより充実したものに改善してゆきたいと考
えている。
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